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Ⅰ、隔離された芝居小屋 

幕府に認められた劇場・・・中村座・森田座・市村座 →江戸三座・公許三座ともいう。 

江戸町奉行所によって、興行権と劇場所有権が与えられ、歌舞伎の上演が認められていた。 

（Ｂｕｔ最初からそうではなかった！） 

 

【芝居町の変遷】 

① 歌舞伎の元祖と言われる出雲阿国などが寺院の境内などで歌舞伎踊りを披露して大評判になっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

② ①が広まり興行が各地の寺院の境内や河原などで行われるようになった。 

 

③そして江戸府内で興行権を最初に猿若（中村）勘三郎が得た結果、中橋と京橋の間のたもと（現在の

日本橋付近）に、常設の芝居小屋、猿若座（のちの中村座）を開場した。 

 

 

 

 

④府内に芝居小屋が乱立した後、風紀を乱すという理由で遊女歌舞伎（１６２９年）、若衆歌舞伎（１６５３

年）を禁止とした。吉原同等の隔離制度をとるようなった。野郎歌舞伎のみに興行権を与え、芝居小屋

の乱立を防いだ。 

⑤幕府によって芝居小屋は整理され、１６７０年代には中村座・市村座・森田座・山村座（江戸四座）の

みに興行権を与えた。 

 

 

 

 

出雲阿国：歌舞伎の創始者とされる安土桃山時代の女性芸能者である。 

歌舞伎踊り：1603年春に北野天満宮に舞台をかけて興行を行った。男装して茶屋遊びに通う伊達男を演じるもの

で、京都で大変な人気を集めた。同年 5 月には御所でも「かぶき踊り」を演じた。阿国は四条河原などで勧進興

行を行った。なお、阿国の踊りを念仏踊りと記した史料もある。 

※阿国一座を遊女が真似したものが遊女歌舞伎である。 

 

芝居小屋の周りに徐々に、操芝居（人形芝居）や見世物小屋などが集まった。これが芝居町の原型である。 



中村座：ところがこの地が御城に近く、櫓で打つ人寄せ太鼓が旗本の登城を知らせる太鼓と紛ら

わしいということで、1632年 には北東に八町ほど離れた禰宜町（ねぎまち、現在の中央区日本

橋堀留町 2丁目）へ移転、さらに 1651年にはそこからほど近い堺町（さかいちょう、現在の中

央区日本橋人形町 3 丁目）移転した。その際、座の名称を座元の本姓である中村に合せて中村

座と改称している 

市村座：1634年には泉州堺の人で、京で座元をしていた村山又兵衛という者の弟・村山又三郎が

江戸に出て、葺屋町（ふきやちょう、現在の中央区日本橋人形町 3 丁目）に櫓をあげてこれを

村山座といった。しかし村山座の経営ははかばかしくなく、1652 年には上州の人・市村宇左衛

門がその興行権を買い取って、これを市村座とした。 

森田座：1648年 には筑前の狂言作家・河原崎権之助が木挽町五丁目（現在の銀座 5丁目の昭和

通りの東側）に櫓をあげ、これを河原崎座といった。さらに 1660 年 には摂津の人で「うなぎ

太郎兵衛」と呼ばれた森田太郎兵衛がやはり木挽町五丁目に櫓をあげ、これを森田座といった。 

⑥1714年には山村座が取り潰されて中村座・市村座・森田座の江戸三座となる。 

 

 

 

 

 

⑦1735 年以降 になると、三座にはそれぞれ専属の控櫓がつき、本櫓が経営難で休座に追い込まれるとそ

の興行権を代行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「槍」を上げるとは？ 

人ひとりが乗れるほどの籠のような骨組みに、2 本の梵天と 5 本の槍を組み合わせ、それを座の定紋を染め抜

いた幕で囲った構築物で、これを芝居小屋の入口上方に取り付け、かつてはそこで人寄せの太鼓を叩いた。こ

の櫓をあげていることが官許の芝居小屋であることの証だった。逆に櫓のない芝居小屋は「宮地芝居」（みやぢ

しばい）と呼ばれ、簡略な小屋掛けであること、舞台の上以外には屋根をつけないこと、引幕・回

り舞台・花道などの装置を使わないことなど、さまざまな制限が設けられた。 

 東京歌舞伎座の槍（ＨＰより引用） 

 

ただし、三座も座元（座の所有者）が後継者を欠いたり経営が困難になったりすると、興行権が譲渡され

たり別の座元が代わって興行を行うことがしばしばあった。 

file://///wiki/%2525E3%252583%252595%2525E3%252582%2525A1%2525E3%252582%2525A4%2525E3%252583%2525AB:Yagura_on_the_Kabuki-za.JPG


歌舞伎音楽楽器① 

 

歌舞伎では、三味線以外の楽器全般やその演奏を「鳴物」とよんでいる。 

舞台上で「長唄」の「唄方（うたかた）」と「三味線方（しゃみせんかた）」とともに演奏する場合は、とくに「出囃子（でば

やし）」とよばれる。 

「黒御簾（くろみす）」で演奏される場合は、「下座音楽（げざおんがく）」に含まれる。なおどちらの場合も演奏者は、

「囃子方（はやしかた）」とよばれる。 

「出囃子」では、「四拍子（しびょうし）」と総称される太鼓（たいこ）・小鼓（こつづみ）・大鼓（おおつづみ、おおかわ）・

笛［能管（のうかん）または篠笛（しのぶえ）］を中心とした楽器が、「長唄」の「唄方」と「三味線方」とともに並んで演

奏される。 

 

太鼓 

小鼓（つづみ），大鼓（おおかわ）： 皮革製の楽器で主奏楽器。この二つに太鼓、笛を加えたものを四拍子と称す

（能楽から）。この四拍子は能楽の手法（本行手法）を取り入れて、歌舞伎風にアレンジしたものと、本行手法をその

まま使用したものがある。舞として、序、破、急の舞。乱れ、乱拍子。出入りの囃子として、出端（でば）、下り端（さが

りは）、来序（らいじょ）など。序の舞、中の舞、早舞なども出の音楽として。立ち回りとして（時代物狂言）、修羅囃子、

突欠けなど、特に大鼓は小鼓との打ち合わせで使う（大小入り合方）。鳴物楽器の主力。 

 

太鼓： 四拍子の一つとして、邦楽器の中でリズムの基調ともいえるもの。もちろん歌舞伎においても太鼓が主となり、

他の楽器が伴奏となる。能楽の流れを汲み、御殿の場や武家屋敷で出這入り、立ち回りに中心楽器として活躍。ま

た祭り囃子でも華やかなところを聞かせる。 

  

 

大太鼓： 歌舞伎においては最も重要な楽器といえます。自然界の森羅万象を大太鼓一つで表現する。雨の音、

風の音、水の音、浪音、そして雪の音までも。劇場内に開場から打ち出しまで鳴り響く。単独で大活躍するので、大

太鼓のリズムで曲を演奏するものは特にない。立ち回りで大太鼓入りとか、曲の頭に打ち込んだり、浪音や水音を

かぶせて演奏するが、これは助奏としてのものである。妖怪変化の出現でのドロドロドロ…など。 

これに笛や三味線の合方を入れて効果をだす、という演奏法もある。 
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